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二〇一五年、東京芸術劇場・豊島区・
立教大学は《池袋＝自由文化都市プロジェクト》を立ち上げ、九月、 「戦後池袋―ヤミ市から自由文化都市へ―」と題した企画を開催した。　
一九四五年四月の空襲では、豊島区
の大部分が焼けた。 戦後の復興期には、池袋 東口、西口ともにヤミ市が広がった。ゴザ敷きやバラックの店舗で、様々な物資が販売された。これらの店舗は、一九六二年の東京オリンピックに向けた区画整理の時期まで残っていた。
　
今回の企画は、戦後七十年を経て、
現在の池袋へともつながっていく、焼け跡から 復興を振り返る。展示企画は九月十四日から二十二日まで開催された。　
東京芸術劇場では、ギャラリーを使
用して展示企画をおこなった。　
ギャラリー１では、以下のコーナー
が設けられた。 （１） 東京ヤミ市マップ、（２）ヤミ市とその実態、 （３）灰の中からの脱出―城北大空襲後の暮らし―、 （４）戦後池袋の光景①
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領期、 （５）戦後池袋の光景②復興か
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ら高度経済成長期へ、 （６）カストリ雑誌、 （７）戦後マンガ文化、 （８）人丗坐（１９４８―１９６８）人の世をうつした映画の光― 。このほか、パルコキノシタ氏によるライブペインティングもおこなわれ 巨大なキャンバスにヤミ市の光景が描かれた。会期中は「としまの記憶」をつなぐ会によるギャラリートーク た。　
ギャラリー２は「戦後池袋の住人・
江戸川乱歩が見た世界」で、乱歩関係の資料を展示した。乱歩の戦後の作品や、スクラップブック『貼雑年譜』戦中から戦後にかけてのページを紹介した。薈田純一氏の撮影による、土蔵内部の書棚のほぼ原寸大の写真パネルも設置された。乱歩自身が撮影した映像フィルムも上映した。　
東京芸術劇場前の池袋西口公園で
は、十八日から二十日に「ヤミ市風〝自由市場〟池袋西口ホッピー祭り」が開催された。飲食物や雑貨の店舗が設置されたほか、本部ではすいとんも販売された。野外ステージ 、 「池袋昭和懐メロステージ」 、 「池袋昭和歌謡のど自慢２０１５」のイベント 催された。　
豊島区立郷土資料館では、秋の収蔵
資料展「池袋ヤミ市と戦後の復興」と
して、 所蔵資料の展示がおこなわれた。郷土資料館には池袋東口にあったヤミ市のジオラマも常設展示されている。　
立教学院展示館では「戦中・戦後の
立教学院―西池袋の変化とともに」という展示がおこなわれた。展示館は二〇一四年に開館した、立教の歴史を紹介する展示のある施設で こ 期間には戦中から戦後にかけて 資料が展示された。　
自由学園明日館では、 「雑誌『婦人
の友』に見る市民生活」のなわれた。 『婦人の友』誌面から昭和二十年代の市民生活が紹介された。　
ミステリー文学資料館では、 「不滅
の江戸川乱歩展」が開催された。長く不明となっていた松野一夫による乱歩の肖像画が展示され ほか、乱歩から高木彬光へ宛てた書簡なども展示れた。　
旧江戸川乱歩邸もこの期間、特別公
開をおこなった。乱歩 描い 、戦中の近隣の見取図や、空襲によっ 焼失した地区を示した地図なども展示した。空襲に備えて乱歩自身が作った防火用の貯水池も現存 ている。　
さらに、立教大学ではシンポジウム
（九月十二日）が開催されたほか、池袋演芸場では関連する落語が上演さ
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大正十四年から昭和二年三月までの
二年余りを、乱歩は作家としての最良の時期であったとしている。 「自分持っている小説力というべきものを殆ど出しつくしたのであった」 （ 『探偵小説四十年』 ） 。朝日新聞に連載していた「一寸法師」が完結すると、昭和二年三月、乱歩は当分筆を断つこと 決意して、放浪の旅に る。
十四か月の休筆期間を経て、昭和三
年の夏、 「陰獣」で復帰す と、翌四年には長篇「孤島の鬼」を連載、同年に「蜘蛛男」を書いている。「蜘蛛男」が掲載されたのは講談社の『講談倶楽部』であった。講談社の求める通俗的な読物を書くことは 当時の作家のあいだでは敬遠されても たが、乱歩はこれを引き受けた。編集者の熱心な依頼や、高額の原稿料、当時の乱歩の「生きるとは妥協すること」といった自暴自棄に近い気分、さまざまな要因があって「ヒョイと書く気になったのである」 と乱歩は書 て る。
「蜘蛛男」の連載が終了すると、同じ『講談倶楽部』に「魔術師」の連載を開始する。引き続き名探偵の明智小五郎が特異な犯罪者と対決する小説である。乱歩は同時期に、 講談社の雑誌 『キング』に「黄金仮面」を 『報知新聞』には「吸血鬼」を連載することになる。それまで雑誌『新青年』を中心に執筆し、探偵小説の愛好家に 知られていた乱歩だったが、この時期 は、そ以外の多くの読者を獲得して、全国的に名前を知られるようになった。「魔術師」は、蜘蛛男事件を解決した明智が、湖畔のホテルに滞在しているところから始まる。明智は こで宝石商玉村の娘、妙子と知り合う。帰京した妙子から、叔父の福田氏に届 怪しい紙片の捜査を依頼される。玉村邸に入る前に、明智は監禁され その夜、福田氏は殺害されてしまう。
玉村家の一族を殺す計画を遂行して
いたのは「魔術師」奥村源造だった四十年かかった復讐である。だが奥村の娘文代は、父の犯罪に心を痛め、明智の脱出に力を貸す。玉村家 潜入した明 は、玉村氏の家族を魔術師の攻撃から守っていく。
この事件で明智を助けた文代は、明
智の助手となって「吸血鬼」事件でも
活躍する。その後、明智夫人として、多くの作品に登場することになる。　
ここに紹介する原稿は、 「魔術師」
連載第八回のも であ 乱歩は多くの書簡を複写式 原稿用紙で書き、控えを保存していたのだが、一部の原稿についてもそのようにしていたのだった。だが残念ながらその量は多くはない。 「魔術師」の原稿の控えも、この部分だけが残っていたも である。この冊子には『東京朝日新聞』に書いた随筆「人形」 （昭和六年一月十四日から十九日、 五回連載）の原稿と、 『富士』に書いた 「 『白髪鬼』 執筆について」 （三月号）の控えがある。
この「魔術師」第八回は『講談倶楽
部』昭和六年三月号に掲載された。掲載時は「悪戦苦闘 巻」となって る。原稿の冒頭にある、これまでの荒筋を説明した部分から「消失せた令嬢」の節は、掲載されたものと同じであることから、この原稿をそのまま使用したことがわかる。二十四枚目以降の「野球団の拾ひ物」の節は、掲載されたものには存在しない。 「消失せた令嬢」のあと「魔術師の激怒」という節になる。「野球団の拾ひ物」では、縛られた男
れ、新文芸坐では戦後を描いた映画が上映された。
今回のイベントでのそれぞれの会場
における企画を簡単に述べたが、詳細はこの『センター通信』と同時期に刊行する『大衆文化』第十四号にも掲載している。戦後の池袋についての論文を掲載した第十三号と併せてお読みいただければと思う。落合教幸（立教大学江戸川乱歩記念
　
大衆文化研究センター学術調査員）
資料紹介江戸川乱歩 「魔術師」
